
リ
レ
ー
ハ
ン
ス
ト

集
団
ハ
ン
ス
ト

大
飯
原
発
を
再
稼
動
す
る

な
！
と
関
電
本
社
前
で
、
四

月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
リ

レ
ー
ハ
ン
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。

経
産
省
前
テ
ン
ト
ひ
ろ
ば

で
は
、
十
七
日
大
々
的
な
記

者
会
見
が
行
わ
れ
、
五
月
五

日
正
午
ま
で
集
団
ハ
ン
ス
ト

が
行
わ
れ
た
。

有
名
人
か
ら
一
労
働
者
市

民
ま
で
多
く
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
て
参
加
。

こ
の
間
に
官
邸
前
抗
議
行
動

や
集
会
デ
モ
な
ど
連
日
連
夜

の
闘
い
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

大
飯
原
発

地
元
で
は

九
日
に
は
大
飯
で
原
発
に

向
か
う
一
本
道
の
と
こ
ろ
に

「
原
発
再
稼
働
反
対
監
視
テ

ン
ト
」
が
建
て
ら
れ
最
大
時

は
九
張
り
ま
で
に
。

十
四
日
に
は
枝
野
経
産
相
の

福
井
県
庁
訪
問
弾
劾
の
闘
い

が
行
わ
れ
た
。
（
長
澤
編
集

委
員
が
参
加
）
あ
く
ま
で
再

稼
動
を
狙
う
政
府
と
町
長
は

二
六
日
、
住
民
説
明
会
を
戒

厳
体
制
の
中
で
行
っ
た
が
、

発
言
し
た
住
民
の
大
半
が
不

安
や
反
対
の
意
志
を
表
明
さ

れ
た
と
い
う
。

二
百
人
で
関
電
包
囲

四
月
二
十
一
日
「
と
め
よ

う
原
発
！
！
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
呼
び
か
け
、
四
十
一

団
体
の
賛
同
で
集
会
と
デ
モ

が
行
わ
れ
た
。
デ
モ
は
関
電

近
く
で
解
散
、
そ
の
後
、
約

二
百
名
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー

ン
で
関
電
を
包
囲
し
た
。

四
月
二
六
日
は
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
か
ら
二
六
年
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
招
い
た
二

人
の
女
性
も
参
加
さ
れ
関
電

交
渉
。
再
稼
動
す
る
な
の
申

入
れ
に
関
電
は
開
き
直
っ
た
。

廃
炉
ま
で
の
闘
い

全
国
津
々
浦
々
の
闘
い
が

関
電
・
政
府
・
財
界
を
追
い

つ
め
迎
え
た
五
月
五
日
。
全

原
発
廃
炉
ま
で
の
闘
い
の
始

ま
り
。
電
力
不
足
の
デ
マ
・

脅
し
に
負
け
ず
ガ
ン
バ
ロ
ー

第２１３号 ２０１２年５月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

� ฀( １ ) � ฀

地
元
福
井
で
、
東
京
で
、
関
西
で
、
全
国
で
大
飯
原
発
再
稼
動
阻
止
の
闘
い
が
う
ね
り
と
な
り

こ
ど
も
の
日

す
べ
て
の
原
発
が
止
ま
っ
た

南
労
会
支
部
執
行
委
員

大
野
ひ
ろ
子


